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こ
の
日
発
生
し
た
の
は
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
と
関
東
大
震
災
を

上
回
り
、
近
代
的
な
地
震
観
測
が
始

ま
っ
て
以
来
最
大
の
地
震
で
し
た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
り
全
国
各
地
で
大

き
な
被
害
が
発
生
し
、
多
く
の
死
者

や
行
方
不
明
者
が
で
ま
し
た
。

　

村
内
で
も
、
あ
ち
こ
ち
で
道
路
が

陥
没
し
、
地
面
に
亀
裂
が
は
し
り
、

地
割
れ
が
発
生
し
た
り
、
下
水
道
の

マ
ン
ホ
ー
ル
の
部
分
が
、
液
状
化
現

象
に
よ
る
地
面
の
隆
起
に
よ
り
道
路

の
上
に
出
て
し
ま
っ
た
り
と
、
地
震

の
大
き
さ
を
物
語
る
よ
う
な
被
害
が

多
く
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
土
砂

崩
れ
が
発
生
し
、
大
き
な
岩
が
道
を

ふ
さ
い
で
し
ま
っ
た
箇
所
も
あ
り
ま

し
た
。

　

住
宅
に
も
大
き
な
被
害
が
で
ま

し
た
。
地
震
で
家
の
中
が
メ
チ
ャ
ク

チ
ャ
に
な
り
、
塀
が
崩
れ
た
家
や
、

屋
根
が
こ
わ
れ
た
家
、
壁
に
亀
裂
が

は
い
っ
た
家
、
さ
ら
に
は
、
倒
壊
し

た
家
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
深
刻
な
被
害
を

受
け
、
多
く
の
地
区
で
停
電
や
断
水

が
続
き
ま
し
た
。
特
に
、
断
水
は
深

刻
で
地
震
発
生
時
に
は
水
道
管
の
破

損
に
よ
る
漏
水
が
あ
ち
こ
ち
で
発
生

し
、
村
内
の
七
割
以
上
の
世
帯
で
断

水
す
る
と
い
う
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
広
範
囲
で
起
こ
っ
た
大
地
震

の
た
め
、
地
震
発
生
時
か
ら
し
ば
ら

く
の
間
電
話
が
つ
な
が
り
難に
く

い
状
態

が
続
き
、
家
族
等
と
の
連
絡
に
苦
労

を
す
る
人
々
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

村
内
各
地
域
の
避
難
所
に
は
約

二
百
七
十
名
（
三
月
十
二
日
午
後
五

時
現
在
）
の
方
々
が
避
難
し
、
余
震

が
長
く
続
く
中
、
不
安
な
時
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

　

村
で
は
地
震
発
生
時
か
ら
、
村
長

を
本
部
長
と
し
て
災
害
対
策
本
部
を

発
足
さ
せ
村
消
防
団（
德
田
進
団
長
）

や
建
設
業
組
合
等
各
団
体
の
協
力
を

得
て
、
被
災
状
況
の
把
握
や
安
全
確

保
へ
の
作
業
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
回

復
の
た
め
の
作
業
等
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
断
水
の
続
く
地
区
に
は

給
水
車
に
よ
る
飲
料
水
の
配
布
作
業

を
行
い
、
村
内
の
温
泉
施
設
で
は
入

場
料
無
料
で
入
浴
施
設
を
開
放
し
、

断
水
に
よ
り
入
浴
で
き
な
い
人
々
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

か
つ
て
な
い
大
き
な
地
震
は
、
大

き
な
傷
跡
を
残
し
ま
し
た
。
被
害
も

甚
大
で
、
復
旧
に
は
膨
大
な
額
と
労

力
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧
へ
の
取
り

組
み
が
今
後
の
課
題
と
な
り
ま
す
。

▲大清水付近　崩れた塀

▲勝負沢付近　土砂崩れ

▲地震直後の役場庁舎内

▲羽太地区　道路の陥没

▲大平地区　給水活動

▲熊倉地区　役場の倉庫

▲白河～羽鳥線　真名子付近　地割れした道路

▲真名子付近の土砂崩れ ▲羽太地区　液状化現象に伴うマンホールの隆起

三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
ご
ろ
、
三
陸
沖
を
震

源
と
し
た
地
震
が
発
生
し
、
村
も
震
度
六
弱
と
い
う
烈

震
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

ゆ
れ
る
大
地　

自
然
の
猛
威



広報にしごう No.484 　45　Ｈ２３．　４．　１

　
　
　
　
　
　
　
　

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
】

岡
本  

靖
治
（
村
卓
球
協
会
）

多
年
に
わ
た
り
、
本
村
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
功
績
が
あ
る
。
平
成

十
二
年
よ
り
体
協
常
任
理
事

【
優
秀
指
導
者
賞
】

辺
見  

辰
男
（
村
野
球
連
盟
）

村
野
球
連
盟
の
運
営
に
尽
力
し
、

村
の
野
球
レ
ベ
ル
の
向
上
に
努
め

た
。
活
動
年
数
二
十
年

大
貫  

雄
二
（
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
指
導
し
、

優
秀
な
選
手
を
育
て
て
き
た
。
活

動
年
数
十
年

三
村  

正
（
西
郷
山
岳
会
）　

山
岳
会
に
所
属
し
、
村
体
協
主
催

の
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し
て

き
た
。
活
動
年
数
十
年

【
特
別
賞
】

大
貫  

彩
（
小
田
倉
小
六
年
）

久
我  

奈
々
子
（
米
小
六
年
）

第
九
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
五
年
女
子
の
部
三
位
他

大
槻  

桜
（
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

第
二
十
四
回
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
日
本

実
業
団
リ
ー
グ
団
体
優
勝

【
優
秀
選
手
賞
】

管
野  

智
文
（
白
河
旭
高
二
年
）

第
十
五
回
東
北
高
等
学
校
新
人
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
五
〇
〇
〇
ｍ

競
歩
三
位
他

瀧
浪  

智
也
（
白
河
旭
高
三
年
）

第
六
十
三
回
福
島
県
総
合
体
育
大

会
陸
上
競
技
走
高
跳
一
位

小
野
寺  

南
（
白
河
旭
高
二
年
）

福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

弓
道
競
技
女
子
団
体
優
勝

佐
藤  

翔
悟
（
日
大
東
北
高
二
年
）

第
六
十
三
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
二
位
他

鈴
木  

葉
月
（
修
明
高
一
年
）

第
三
十
三
回
全
国
高
等
学
校
柔
道

選
手
権
大
会
福
島
県
大
会
女
子
個

人
五
七
㎏
級
三
位

高
久  

あ
ず
さ
（
学
法
石
川
高
一
年
）

第
三
十
九
回
福
島
県
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ

ル
フ
大
会
十
五
～
十
七
歳
女
子
二

位
他

阿
部  
桃
子
（
学
法
石
川
高
一
年
）

福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
女
子
二
位

中
村  

綾
香
（
西
郷
一
中
一
年
）

福
島
県
中
学
校
新
人
柔
道
大
会
女

子
個
人
四
八
㎏
級
三
位

熊
田  

流
星
（
西
郷
一
中
二
年
）

福
島
県
中
学
校
新
人
柔
道
大
会
男

子
個
人
八
一
㎏
級
三
位

高
久  

仁
志
（
西
郷
一
中
二
年
）

福
島
県
中
学
校
新
人
柔
道
大
会
男

子
個
人
五
〇
㎏
級
三
位

永
山  

縁
（
西
郷
一
中
二
年
）

福
島
県
中
学
校
新
人
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
個
人
三
位

高
久  

み
な
み
（
熊
倉
小
六
年
）

第
七
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道

大
会
福
島
県
大
会
六
年
生
四
五
㎏

超
級
三
位

佐
藤  

望
生
（
小
田
倉
小
五
年
）

第
七
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道

大
会
福
島
県
大
会
五
年
生
四
〇
㎏

以
下
級
二
位

白
岩  

宏
規
（
田
村
高
三
年
）

第
五
十
六
回
福
島
県
高
等
学
校
体

育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
男
子

団
体
優
勝

小
森  

妃
紗
（
田
村
高
三
年
）

第
五
十
六
回
福
島
県
高
等
学
校
体

育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
女
子

団
体
優
勝

西
村  

麻
未
（
田
村
高
一
年
）

第
五
十
六
回
福
島
県
高
等
学
校
体

育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
女
子

個
人
団
体
優
勝
他

鈴
木  

友
梨
（
田
村
高
一
年
）

福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
女
子
個
人
三

位
団
体
優
勝
他

金
内  

真
里
（
田
村
高
二
年
）

長
谷
部  
未
来
（
田
村
高
一
年
）

小
檜
山  
美
月
（
田
村
高
一
年
）

福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
女
子
団
体
優

勝
他

北
野  

敦
貴
（
熊
倉
小
二
年
）

竹
内  

京
平
（
小
田
倉
小
三
年
）

第
二
十
一
回
福
島
県
小
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
第
二
部
二
位

植
田  

朱
莉
（
米
小
四
年
）

石
田  

恵
美
莉
（
熊
倉
小
四
年
）

第
二
十
一
回
福
島
県
小
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
第
二
部
三
位

植
田  

望
雅
（
米
小
二
年
）

冨
塚  

音
羽
（
小
田
倉
小
二
年
）

第
十
七
回
福
島
県
小
学
生
学
年
別

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
女
子
四
年
生

以
下
の
部
三
位

竹
内  

湖
乃
実
（
小
田
倉
小
五
年
）

第
十
七
回
福
島
県
小
学
生
学
年
別

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
女
子
五
年
生

の
部
三
位

木
村  

瑛
美
（
川
谷
小
六
年
）

第
二
十
六
回
全
国
小
学
生
陸
上
競

技
交
流
大
会
福
島
県
大
会
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
三
位

坂
本  

久
子
（
村
Ｇ
・
ゴ
ル
フ
協
会
）

第
九
回
福
島
民
友
新
聞
社
杯
Ｇ
・

Ｇ
大
会
女
子
の
部
優
勝

石
井  

潤
（
小
田
倉
小
六
年
）

第
二
十
六
回
全
国
小
学
生
陸
上
競

技
交
流
大
会
福
島
県
大
会
走
り
高

　２月 17 日、村文化センターにおいて村体育
協会による体育協会表彰式が行われました。
　今回表彰されたのは、平成 22 年度において、
スポーツの振興に功績があった方や指導者とし
て優秀な方、各種大会で優秀な成績を残した選
手の皆さんです。表彰された皆さんをご紹介し
ます。

平成 22 年度
西郷村体育協会表彰式

宮
内  

渉
（
西
郷
二
中
三
年
）

鈴
木  

智
之
（
西
郷
一
中
三
年
）

第
十
四
回
東
北
学
童
・
少
年
軟
式

野
球
大
会
優
勝
（
県
南
選
抜
チ
ー

ム
）

大
沼  

竜
也
（
西
郷
二
中
一
年
）

第
二
十
二
回
東
北
高
等
学
校
・
中

学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
中
学
男

子
の
部
優
勝
他

緑
川  

賢
太
（
光
南
高
三
年
）

田
野  

裕
樹
（
光
南
高
三
年
）

安
田  

周
平
（
光
南
高
三
年
）

鈴
木  

郁
也
（
光
南
高
三
年
）

第
九
十
二
回
全
国
高
等
学
校
野
球

選
手
権
大
会
福
島
県
大
会
二
位

【
優
秀
団
体
賞
】

市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会

西
郷
村
チ
ー
ム

第
四
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式

野
球
大
会
優
勝

西
郷
第
一
中
学
校
柔
道
部

第
六
十
三
回
福
島
県
総
合
体
育
大

会
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会
男
子
団

体
の
部
三
位

西
郷
第
一
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

男
子第

四
十
一
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
ベ
ス
ト
八
他

西
郷
第
一
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

女
子

全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

五
位
他

西
郷
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子

第
三
十
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
柔
道
交
流
大
会
福
島
県

予
選
会
優
勝

西
郷
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
ジ
ュ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
男
子

第
十
五
回
ル
ー
セ
ン
ト
杯
全
国
選

抜
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
二

位
他

西
郷
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
ジ
ュ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
女
子

第
九
回
福
島
県
市
町
村
対
抗
小
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
一
部
優
勝
他

小
田
倉
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
男
子

第
十
二
回
福
島
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
三
位
他

小
田
倉
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子

第
八
回
西
白
河
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ジ
ュ
ニ
ア
交
歓
大
会
優
勝

小
田
倉
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団白

獅
子
旗
争
奪
第
三
十
三
回
福
島
県

児
童
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
三
位
他

西
郷
第
二
中
学
校
野
球
部

第
十
七
回
福
島
県
中
学
校
新
人
野

球
大
会
三
位

▲個人の部受賞者▲団体の部受賞者

〔
敬
称
略
〕

跳
び
優
勝

鈴
木  

晴
彦
（
白
河
高
二
年
）

第
五
十
六
回
福
島
県
高
等
学
校
体

育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
二
位

深
谷  

早
希
（
白
河
二
小
六
年
）

第
二
十
六
回
全
国
小
学
生
陸
上
競

技
交
流
大
会
福
島
県
大
会
女
子
走

り
高
跳
び
三
位

薄  

保
鷹
（
熊
倉
小
六
年
）

第
三
十
四
回
西
白
河
地
区
小
学
校

陸
上
競
技
会
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

投
げ
優
勝

小
林  

萌
佳
（
熊
倉
小
六
年
）

第
三
十
四
回
西
白
河
地
区
小
学
校

陸
上
競
技
会
女
子
八
〇
ｍ
ハ
ー
ド

ル
優
勝

斎
藤  

拓
弥
（
白
河
実
業
高
一
年
）

佐
藤  

大
樹
（
白
河
実
業
高
二
年
）

小
林  

大
輔
（
白
河
実
業
高
二
年
）

真
船  

挙
士
（
白
河
実
業
高
二
年
）

田
島  

和
弥
（
白
河
実
業
高
二
年
）

福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
三
位

佐
藤  

舞
（
西
郷
二
中
一
年
）

第
五
十
三
回
福
島
県
中
学
校
体
育

大
会
陸
上
競
技
大
会
一
年
女
子　

五
〇
〇
ｍ
二
位

八
木
澤  

天
成
（
西
郷
二
中
三
年
）

河
野  

智
樹
（
西
郷
二
中
三
年
）

河
野  

悠
樹
（
西
郷
二
中
三
年
）

一
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ス
ラ
ン
プ
の
先
に
あ
る
も
の

　

会
場
に
は
、
約
二
百
五
十
名
の
村
民
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

中
嶋
さ
ん
は
、「
私
が
ゴ
ル
フ
を
や
っ

て
き
た
中
で
、
大
き
な
ス
ラ
ン
プ
は
三
回

あ
り
ま
し
た
」と
、今
ま
で
に
自
身
が
陥
っ

た
ス
ラ
ン
プ
、
ど
う
や
っ
て
そ
こ
か
ら
抜

け
出
す
こ
と
が
で
き
た
か
、
ス
ラ
ン
プ
を

乗
り
越
え
る
こ
と
に
よ
り
得
た
も
の
を
、

時
折
、ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
語
り
ま
し
た
。

　
「
最
初
の
ス
ラ
ン
プ
は
世
界
を
知
っ
た

事
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
二
十
二
歳
の
時

マ
ス
タ
ー
ズ
で
世
界
の
強
豪
に
会
い
、
と

て
も
か
な
わ
な
い
、
次
元
が
違
う
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
猛
練
習
・
猛
特
訓

で
良
い
成
績
を
修
め
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
時
、
や
み
く
も
に
練
習
を
す
る
の
で
は

な
く
理
論
が
必
要
な
こ
と
に
気
付
き
ま
し

た
。
世
界
を
知
る
こ
と
に
よ
り
課
題
を
見

つ
け
、
そ
の
克
服
方
法
を
調
べ
ま
し
た
。

そ
し
て
理
論
に
よ
る
練
習
法
を
身
に
つ

け
、最
初
の
ス
ラ
ン
プ
を
克
服
し
ま
し
た
。

　

二
回
目
の
ス
ラ
ン
プ
は
、
ゴ
ル
フ
の
道

具
が
時
代
の
変
化
に
よ
り
変
わ
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
し
た
。
昔
の
道
具
の
感
覚

が
抜
け
ず
、
出
口
が
見
え
な
い
よ
う
な
状

況
で
し
た
。
と
こ
と
ん
悩
み
、
苦
し
み
ま

し
た
が
あ
き
ら
め
ず
に
努
力
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
そ
ん
な
私
の
様
子
を
見
て
周
囲

が
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
、
自

分
の
中
で
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
わ
か
っ
て

き
て
ス
ラ
ン
プ
を
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
と
こ
と
ん
悩
み
、
も
が
き
、
逃

げ
ず
に
や
っ
て
い
た
ら
誰
か
が
ヒ
ン
ト
を

く
れ
ま
し
た
。

　

三
回
目
の
ス
ラ
ン
プ
は
両
親
が
相
次
い

で
亡
く
な
っ
た
頃
で
す
。
こ
の
時
は
、
家

族
が
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
妻
は
私
に
、

『
あ
な
た
の
ま
ま
で
い
い
、
あ
な
た
が
生

き
て
い
る
、
そ
れ
だ
け
で
い
い
』
と
言
い

ま
し
た
。
妻
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
、
自
分

が
結
婚
し
た
夫
で
あ
る
私
を
神
様
は
放
っ

て
お
か
な
い
と
、
教
会
で
私
の
た
め
に

祈
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
に
朝
夕
の

祈
り
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
ラ
ン
プ
を
越
え
れ
ば
、
新
し
い

自
分
に
会
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ど
う

や
っ
た
ら
新
し
い
自
分
に
巡
り
会
え
る

か
、
そ
の
た
め
に
は
短
期
、
中
期
、
長
期

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
た
て
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ど
ん
な
成
績
で
も
変
わ
ら
な
い
存
在

感
、『
い
て
く
れ
る
』
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

私
は
、
一
生
懸
命
に
や
っ
て
い
て
悩
ん

で
い
る
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ス
ラ
ン
プ
は
自
分
を
変

え
て
く
れ
ま
す
。
も
っ
と
価
値
の
あ
る
自

分
に
気
付
か
せ
て
く
れ
ま
す
」

　

中
嶋
さ
ん
は
ス
ラ
ン
プ
を
マ
イ
ナ
ス
要

因
と
し
て
の
み
受
け
取
る
の
で
は
な
く
、

ス
ラ
ン
プ
を
脱
出
す
る
こ
と
、そ
の
度
に
、

様
々
な
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
語
り
ま
し
た
。
会
場
内
の
人
々
は
皆
、

中
嶋
さ
ん
の
話
に
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
中
嶋
さ
ん
へ
の
質
問
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る
と
、「
飛
距
離
を
の

ば
す
コ
ツ
は
」、「
パ
タ
ー
の
よ
せ
が
上
手

く
で
き
な
い
、
芝
目
を
う
ま
く
よ
め
な
い

の
で
す
が
」
な
ど
、
客
席
か
ら
ゴ
ル
フ
に

関
す
る
質
問
が
出
ま
し
た
。
中
嶋
さ
ん
は

そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
に
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
回

答
を
し
て
会
場
を
わ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

二
月
二
十
一
日
、
村
文
化
セ
ン
タ
ー
で
村
体
育
協
会
創
立
五
十
周
年
記

念
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
中
嶋
常
幸

さ
ん
を
迎
え
、「
ス
ラ
ン
プ
を
宝
に
変
え
て
」
と
題
し
た
講
演
に
聴
衆
は

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲スイングを披露して下さいました

▲講演する中嶋常幸さん
　

今
年
度
の
表
彰
を
受
け
た
方
々
と
団
体
を

紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

【
文
化
関
係
】

深
谷  

優
貴
（
熊
倉
小
四
年
）

髙
須
賀  

ア
マ
ラ
（
小
田
倉
小
五
年
）

鈴
木  

拓
弥
（
米
小
三
年
）　

第
五
十
五
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展
毛
筆
の

部
書
き
ぞ
め
準
大
賞

石
橋  

岳
樹
（
小
田
倉
小
一
年
）　

第
五
十
五
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展
硬
筆
の

部
書
き
ぞ
め
準
大
賞

有
賀  

才
貴
（
小
田
倉
小
六
年
）

第
三
十
回
福
島
県
小
中
学
生
選
抜
将
棋
選

手
権
大
会
小
学
生
高
学
年
の
部
優
勝
他

小
針  

百
未
（
西
郷
一
中
一
年
）

第
五
十
五
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展
毛
筆
の

部
書
き
ぞ
め
大
賞

小
柳  

英
資
郎
（
西
郷
二
中
一
年
）

第
六
十
四
回
福
島
県
下
小
・
中
学
校
音
楽

祭
（
第
三
部
創
作
）
中
学
校
の
部
（
Ａ
︲

１
）
金
賞

小
林  

真
奈
美
（
西
郷
二
中
三
年
）

　

第
四
十
五
回
民
友
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
特
選

坂
本  

千
晶
（
西
郷
二
中
三
年
）

第
四
回
「
東
北
の
建
築
を
描
く
展
」
中
学

校
部
門
大
賞
他　

相
川  

奈
々
海
（
西
郷
二
中
三
年
）

ア
ー
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
㏌
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ
佳
作

西
郷
第
二
中
学
校
吹
奏
楽
部　

　

第
四
十
八
回
福
島
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　

中
学
校
二
部
金
賞

▲表彰状を授与される小林真奈美さん

　

三
月
二
日
、
村
商
工
会
館
に
お
い

て
、
村
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
平

成
二
十
二
年
度
西
郷
村
小
中
学
校
体

育
文
化
成
績
優
秀
者
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

【
体
育
関
係
】

北
野  

亮
介
（
熊
倉
小
四
年
）

檜
山  

遥
斗
（
小
田
倉
小
四
年
）

第
十
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

県
選
手
選
考
会
四
年
生
以
下
男
子
の
部
優

勝
他

西
村  

将
太
（
小
田
倉
小
五
年
）

菅
野  

雅
也
（
小
田
倉
小
六
年
）

第
三
十
四
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
福
島
県
ク
ラ
ブ
対

抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
優
勝
他

安
部  

光
留
（
小
田
倉
小
六
年
）

第
二
十
回
全
日
本
少
年
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

福
島
県
大
会
優
勝
他

久
我  

知
輝
（
米
小
三
年
）

第
二
十
一
回
福
島
県
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会
男
子
二
部
の
部
優
勝
他

仁
平  

有
香
（
米
小
四
年
）

鈴
木  

玲
子
（
羽
太
小
六
年
）

第
三
十
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
柔
道
交
流
会
福
島
県
予
選
会
女
子
団
体

優
勝

鈴
木  

竜
弥
（
羽
太
小
四
年
）

第
二
十
回
東
北
小
学
生
学
年
別
大
会
男
子

五
年
生
の
部
優
勝
他

小
松  

芹
奈
（
羽
太
小
五
年
）

第
十
回
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
県
選

手
選
考
会
五
年
女
子
の
部
二
位
他

大
槻  

豪
（
西
郷
一
中
三
年
）

後
藤  

愼
介
（
西
郷
一
中
三
年
）

東
北
中
学
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
個
人
二
位
他

和
知  

邦
大
（
西
郷
一
中
三
年
）

高
崎  

直
人
（
西
郷
一
中
三
年
）

東
北
中
学
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
個
人
三
位
他

　

次
の
方
々
は
西
郷
村
体
育
協
会
表
彰
も
授

与
さ
れ
ま
し
た
の
で
詳
細
は
省
略
し
ま
す
。

北
野  

敦
貴
（
熊
倉
小
二
年
）

石
田  

恵
美
莉
（
熊
倉
小
四
年
）

高
久  

み
な
み
（
熊
倉
小
六
年
）

竹
内  

京
平
（
小
田
倉
小
三
年
）

竹
内  

湖
乃
実
（
小
田
倉
小
五
年
）

佐
藤  

望
生
（
小
田
倉
小
五
年
）

石
井  

潤
（
小
田
倉
小
六
年
）

大
貫  

彩
（
小
田
倉
小
六
年
）

植
田  

朱
莉
（
米
小
四
年
）

久
我  

奈
々
子
（
米
小
六
年
）

鈴
木  

智
之
（
西
郷
一
中
三
年
）

西
郷
第
一
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部（
男
子
）

西
郷
第
一
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部（
女
子
）

大
沼  

竜
也
（
西
郷
二
中
一
年
）

河
野  

悠
樹
（
西
郷
二
中
三
年
）

河
野  

智
樹
（
西
郷
二
中
三
年
）

八
木
澤  

天
成
（
西
郷
二
中
三
年
）

宮
内  

渉
（
西
郷
二
中
三
年
）

【
特
別
奨
励
賞
】

川
上  

一
美
（
西
郷
一
中
教
諭
）

文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
員
表
彰

芳
賀  

幸
子
（
米
小
教
諭
）

福
島
県
教
育
委
員
会
優
秀
教
職
員
表
彰

米
小
学
校

羽
太
小
学
校

福
島
県
学
校
歯
科
保
健
優
良
校
表
彰
最
優

秀
賞

西
郷
第
二
中
学
校

教
科
指
導
を
発
展
さ
せ
、
対
外
的
コ
ン

ク
ー
ル
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
生
徒
の

能
力
向
上
に
寄
与
し
た

賞
状
は

 

が
ん
ば
り
の

         

思
い
出
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自分たちができることを

　西郷第二中学校で環境教育講演会が開催され

ました。生徒と村民約 250 名の聴衆へ、講師

の枝廣淳子先生は「本当の幸せと地球のために

すべきこと、できること」をテーマに、自分の

目標を実現するための方法や、地球温暖化を止

めるためには、どのような行動すれば良いのか

を自分自身の体験をまじえて語りました。

　「ちゃぽランド西郷」で平成６年の開館からの

利用者数が、今年 2 月 21 日に 120 万人を達成

しました。この日、記念品等の伝達式が行われ、

120 万人目の利用者となった白河市の鈴木輝次

さん、前後賞の西郷村の高久サキさんと会津若松

市の吉田節子さんに西郷村長と西郷観光の須藤社

長から地元の特産品詰め合わせなどの記念品が贈

られました。達成者の鈴木さんは「思いがけない

ことで感激です。」と話していました。

　年長児のつき組 32 名の卒園をひかえ、村立

西郷幼稚園で「おわかれ会」が行われました。

　会ではつき組とほし組（年中児）の園児が

いっしょに歌を歌ったりゲームをしたりしま

した。また、幼稚園保護者のボランティアグ

ループ「絵本読み聞かせ会」が大きな絵本を

使って「いちべいぬまの 101 ちゃん」の読み

聞かせなどを行い、園児は楽しい時間を過ご

しました。

　西郷村単位制総合大学で初めての卒業式が、

村文化センターで行われました。今回卒業を迎

えたのは、平成 21 年度に短大に入学した６名

の方々です。式典には大学に在学している学生

も出席しました。卒業生は学長（加藤征男教育

長）から、一人一人卒業証書を授与されました。

式後、卒業生は在校生に見送られ、笑顔で会場

を後にしました。

    　楽しかった幼稚園

　　

　第６回音楽鑑賞会が村文化センターで開催されました。会場には
約 500 名の聴衆が集まり、村内小中学校児童生徒やコーラス西郷、
西の郷少年少女合唱クラブによる合唱等が行われました。また、白
河第一小学校と福島第一中学校合唱部による合唱も披露され、すば
らしい歌声に、観客は熱心に聴き入っていました。

　ＪＲ新白河駅に新たにエレベーター５基が設

置され、完成記念式典が行われました。ＪＲ東

日本の関係者や近隣の市町村長たちによるテー

プカットやくす玉割りを行った後、出席者はエ

レベーターの使用初めを行いました。今回、エ

レベーターが設置されたことにより、新白河駅

はより利用しやすい駅になりました。

１２０万人達成！

便利になりました

３/ １

３/ ８

２/28

３/ ８

はじめての卒業式

２/26

▲「大切なもの」を歌う小田倉小学校児童

▲「あたたかな」を歌うコーラス西郷

▲「戊辰桜の歌」を歌う米小学校児童▲「Smile Again」を歌う熊倉小学校児童

▲「ぼくは雲
ひ ば り

雀」を歌う西の郷少年少女合唱クラブ

▲「ゆかいに歩けば」を歌う羽太小学校児童

▲西郷第二中学校　　
　吹奏楽部の演奏

２/28

心に響く音楽を
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西郷村中央公民館図書室だより

第十一回

統 計 入 門

事業所と従業員の数 事業所数を詳しくみると・・・

事業所、従業員数が一番多い産業は？

平成21年７月１日を調査期日として実施された「平成21年経済センサス－基礎調査」基本集計（速

報）として、産業別の状況や従業者の状況などの集計結果が３月１日に公表されました。

　平成 21 年 7 月 1 日現在、全国の事業所数（事
業内容不詳の事業所を除く）は、604 万５千事業
所で、従業員数は 6,293 万 1 千人です。そのうち、
事業所数の 11.5％、従業員数の 15.2％を東京都が
占めています。一方、福島県をみると、事業所数
が 10 万 2 千事業所、従業員数は 94 万 4 千人で、
それぞれ全国に占める割合は、1.7％、1.5％となっ
ています。　

　事業所数が最も多い産業は「卸売業、小売業」
が全産業の 25.7％と最も多く、都道府県別に
みても全ての都道府県で最も多い産業となって
います。従業員数もやはり「卸売業、小売業」
が全体の 20.2％と最も多く、次いで「製造業」
（15.7％）「医療、福祉」（10.2％）の順になっ
ています。

従業員数を詳しくみると・・・

　事業所を細かい種類別に人口千人当たりの数
をみてみましょう。「旅館・ホテル」が一番多
い県は長野県です。次いで山梨県、福井県、新
潟県、福島県となっています。「お好み焼き・
焼きそば・たこ焼き店」が一番多いのは広島県、
次いで兵庫県、大阪府、徳島県、高知県の順と
なっており、人口に対する事業所数には地域の
特色が現れていることが伺えます。

　統計でみる私たちの暮らし

　事業所の大まかな種類別に、従業員数の男女の
比率を見ると、「電気・ガス・熱供給・水道業」で
は男性が 87.2％を占め、一方、「医療、福祉業」
では女性が 74.7％を占めています。このように業
種によって、男女別の就業者数の比率が大きく異
なるものと、「教育・学習支援業」のように男性と
女性の就業者の比率がほぼ同じものがあります。

　平成 23 年度狂犬病予防注射を表の

とおり実施します。

　すでに登録している場合　　3,100 円
　（内訳：注射技術料 2,550 円 ＋ 注射済票交付手数料 550 円）

　新規登録の場合　　　　　　6,100 円
　（内訳：新規登録料 3,000 円 ＋ 予防注射料 3,100 円）

※釣り銭のいらないようお願いします。

次の場合は、予防注射を受ける前に獣医師に申し出てください。

①犬が病気にかかっていると思われる場合

②予防注射でアレルギー様症状などの副反応を起こしたことの

　ある犬

③発情期、妊娠中または分娩後１カ月以内の雌犬

④１カ月以内に、ほかの予防注射を受けている場合

⑤犬が高齢で衰弱している場合

※上記に該当する場合、または犬が興奮状態にあるときは注射

　ができない場合があります。

※予防注射接種後 24 時間以内は、激しい運動は避けましょう。

　飼い犬が死亡したり、飼い主の変更や住所の変更などが生じ

たとき、届け出が必要となります。詳しくはお問い合わせくだ

さい。

■問合せ　住民生活課（生活環境係）
　　　　　☎２５－２１９７

日 時 間 場 所

４
月
19
日
㈫

　9:30 ～　9:55 芝原地区多目的集会施設前
10:00 ～ 10:20 太陽の国厚生センター入口
10:25 ～ 10:35 伯母沢コミュニティセンター前
10:40 ～ 10:50 馬場坂集乳所跡
11:00 ～ 11:15 稗返公民館前
11:20 ～ 11:30 黒川公民館
11:35 ～ 11:50 旧東亜ガソリンスタンド前
13:05 ～ 13:25 大清水多目的集会施設前
13:30 ～ 14:10 大平コミュニティセンター前
14:15 ～ 14:30 大平公民館前
14:40 ～ 15:00 上野原農民研修センター前
15:05 ～ 15:25 上野原上コミュニティセンター前

４
月
20
日
㈬

　9:30 ～　9:45 小田倉児童館前
　9:50 ～ 10:00 旧狼山住宅前
10:05 ～ 10:25 上新田転作技術センター前
10:30 ～ 10:45 前原地内兼子宅脇
10:50 ～ 11:10 下新田コミュニティセンター前
11:15 ～ 11:25 角田車体前
11:30 ～ 11:50 　   林養魚場前
13:05 ～ 13:20 下折口原集落センター前
13:25 ～ 13:40 山下公民館前
13:45 ～ 14:00 いわしなクリニック向側駐車場用地
14:05 ～ 14:20 旧折口原公民館前
14:25 ～ 14:45 東高山住宅入口
14:50 ～ 15:10 折口原グランド前

４
月
21
日
㈭

　9:30 ～　9:40 みやま荘前
　9:50 ～ 10:05 由井ケ原公民館
10:15 ～ 10:45 報徳地区集落センター前
10:55 ～ 11:10 スナック夕陽前
11:15 ～ 11:30 追原コミュニティセンター前
11:35 ～ 11:50 折口屯所前
13:05 ～ 13:15 田土ケ入入口
13:20 ～ 13:35 真船コミュニティセンター前
13:40 ～ 13:55 高助バス停前
14:00 ～ 14:15 鶴生公民館前
14:20 ～ 14:40 熊倉コミュニティセンター前
14:45 ～ 15:00 旧谷地中屯所跡地

4
月
22
日
㈮

　9:30 ～　9:40 真名子公民館前
　9:45 ～　9:55 牛窪バス停前
10:00 ～ 10:15 虫笠集落センター前
10:20 ～ 10:40 旧上羽太公民館前
10:45 ～ 11:00 下羽太集落センター前
11:05 ～ 11:15 羽太グリーンタウンコミュニティセンター前
11:20 ～ 11:35 下羽太南バス停前
11:40 ～ 11:55 柏野コミュニティセンター前
13:05 ～ 13:25 長坂多目的集会施設前
13:30 ～ 14:00 米農林漁家婦人活動促進施設前
14:05 ～ 14:20 芳賀設備工業　   向
14:25 ～ 14:45 間の原公民館前

4
月
23
日
㈯

　9:30 ～ 11:00 西郷村役場
４月 19 日から 22 日までに
注射をできなかった方

（株）

（金山理容店前）

（森下宅隣）

（株）

（ごみ収集所前）

　生後 91 日を過ぎたすべての飼い犬は、

法律で年１回の狂犬病予防注射を受けな

ければなりません。（生後 90 日以内の

飼い犬は今回の注射は受けられません）

　村で実施する狂犬病の予防注射は、年１回（４月）だけです。

この期間中に都合で受けられない犬は、個別に獣医師または動

物病院で予防注射を受けてください。

　なお、犬の新規飼い主は、登録・注射（登録は生涯１回、注

射は年１回）の両方をしてください。

　また、会場には犬を制御できる方が連れてくるようお願いし

ます。制御できない場合、お断りする場合があります。

　予防注射を受ける際は、「狂犬病予防注射申請書」を必ず持

参してください。申請書裏面の問診票にも記入をお願いします。

平
成
22
年
度
貸
出
ベ
ス
ト
３

４月の休館日

１日（金）～ 18日（月）
25日（月）

よモーくん

　

未
返
却
の
図
書
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
中
央
公
民
館

窓
口
ま
で
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

お
願
い

１　

１
Ｑ
８
４
（
１
）

　
　
　
　
　
　

村
上　

春
樹　

新
潮
社

２　

１
Ｑ
８
４
（
２
）

　
　
　
　
　
　

村
上　

春
樹　

新
潮
社

３　

夜
行
観
覧
車

　
　
　
　
　
　

湊　

か
な
え　

双
葉
社

１　

覚
え
て
お
き
た
い
！

　
　
　

暮
ら
し
の
基
本
１
０
０

　
　
　
　

エ
ッ
セ
編
集
部　
　

扶
桑
社

２　

体
温
を
上
げ
る
と
健
康
に
な
る

　
　
　

齋
藤
真
嗣　

サ
ン
マ
ー
ク
出
版

３　

男
弁
当

　
　
　
　

小
林
ま
さ
み　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

１　

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
シ
リ
ー
ズ　
　

原　

ゆ
た
か　
　

ポ
プ
ラ
社

２　

ぴ
ょ
こ
た
ん
の
な
ぞ
な
ぞ
９
９
９
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
み
ひ
か
る　

あ
か
ね
書
房

３　

名
た
ん
て
い
コ
ナ
ン
は
ん
人
を
お
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
山　

剛
昌　
　

小
学
館

一般書（実用書） 一般書（小説）

児童書

１　

時
の
迷
路　
　
　
　
　
　
　
　

香
川
元
太
郎　
　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

２　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
た
ん
じ
ょ
う　

や
な
せ
た
か
し　

フ
レ
ー
ベ
ル
館

３　

ガ
リ
ガ
リ
君　

海
へ
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
（
有
）
ガ
リ
ガ
リ
君
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン　

汐
文
社

絵　本

男弁当
ＮＨＫ出版



広報にしごう No.484 　1213　Ｈ２３．　４．　１

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

納
期
限
は
５
月
31
日
㈫
で
す
！

　
●
納
税
通
知
書
送
付
に
つ
い
て

　

①
自
動
車
税
…
５
月
９
日
に
県
税
部
よ

　
　

り
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

②
軽
自
動
車
税
…
５
月
６
日
に
役
場
税

　
　

務
課
よ
り
送
付
さ
れ
ま
す
。

●
支
払
場
所　
　

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
・
Ｊ
Ａ　
　

   

・
郵

　

便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
ま
た
は
県
税
部
窓
口

※
軽
自
動
車
税
は
コ
ン
ビ
ニ
・
県
税
部

　

窓
口
で
は
お
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん

　

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
障
が
い
が
あ
る
方
の
減
免
に
つ
い
て

　
　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
、
知
的
ま

　

た
は
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
で
一
定
の

　

要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
申
請
に

　

よ
り
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
う
ち
、

　

ど
ち
ら
か
一
方
の
減
免
を
受
け
ら
れ
ま

　

す
の
で
、
５
月
24
日
㈫
ま
で
に
所
要
の

　

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
納
税
証
明
書
に
つ
い
て

　

①
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
を
納
め
た

　
　

と
き
の
領
収
証
書
に
は
、
自
動
車
の

　
　

継
続
検
査
用
（
車
検
用
）
の
納
税
証

　
　

明
書
が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、
車
検

　
　

証
と
一
緒
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

車
検
時
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

②
軽
自
動
車
税
で
口
座
振
替
の
方
に
は
、

　
　

引
落
確
認
が
で
き
ま
し
た
ら
、
６
月

　
　

中
旬
に
継
続
検
査
用
（
車
検
用
）
の

　
　

納
税
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　
〈
自
動
車
税
〉

　

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県
税
部

　

☎
２
３
｜
１
５
１
９

　
〈
軽
自
動
車
税
〉

　

税
務
課
（
賦
課
係
）

固
定
資
産
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
他
の
土

地
や
家
屋
と
比
較
し
て
価
格
が
適
正
で

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
制
度
で
す
。

　

平
成
23
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係
る

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に

供
し
ま
す
。

●
期
間　

４
月
１
日
㈮
～
５
月
２
日
㈪

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

●
時
間　

８
時
30
分
～
17
時

●
場
所　

西
郷
村
税
務
課
内

■
問
合
せ　

税
務
課
（
固
定
資
産
係
）

西
郷
村
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス

　

村
で
は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し

て
い
た
だ
い
た
方
に
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、

子
育
て
情
報
、
ご
み
収
集
情
報
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
、
電
子
メ
ー
ル
で
気
軽
に

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
「
西
郷
村
情
報

配
信
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　

村
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
登
録
は
無
料

で
す
。
た
だ
し
、
メ
ー
ル
の
受
信
に
か
か

る
通
信
料
・
パ
ケ
ッ
ト
通
信
費
は
登
録
さ

れ
た
方
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

http://w
w

w
.vill.nishigo.fukushim

a.jp/

■
問
合
せ　

企
画
調
整
課（
広
報
統
計
係
）

防
災
無
線
の
設
置
は

　
　
　

お
済
み
で
す
か
？

　

村
で
は
、
全
世
帯
に
防
災
行
政
無
線

（
個
別
受
信
機
）
の
設
置
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
行
政
情
報
や
災
害
お
よ

び
緊
急
時
の
広
報
活
動
を
行
う
た
め
の

も
の
で
す
。

　

村
内
に
あ
る
住
宅
等
で

あ
れ
ば
個
別
受
信
機
を
無

償
で
貸
与
し
、
村
指
定
の

業
者
が
無
料
で
取
り
付
け

工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
だ
設
置
さ
れ
て

い
な
い
世
帯
の
方
は
企
画
調
整
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

企
画
調
整
課（
広
報
統
計
係
）

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
講
座

●
開
始
式　

４
月
18
日
㈪

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
健康推進課（保　　健）
                                                                                        （高齢者支援 ）

25-1115
25-3910

行政サービスセンター 31-2237
学 校 給 食 セ ン タ ー 25-1256

地域包括支援センター 25-5121 ※代表（25-1111）からの転送は不可

保健福祉センター他 

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 上下水道課（上水道）

                                                                                        （下  水  道 ）
25-2962
25-2912住民生活課（住　　民）

                 　　　　　( 生活環境・交通防災 ）   
25-1114
25-2197 会 計 室 25-2934

福   祉   課（国  　保）
                　　　　　( 地域福祉・児童福祉 ）

25-1449
25-1509

議 会 事 務 局 25-2980
農 業 委 員 会 事 務 局 25-2946

商 工 観 光 課 25-2910 西 郷 村 土 地 改 良 区 25-1116
農 政 課 25-1116 学 校 教 育 課 25-2370

建 設 課 25-1117
25-1118

生 涯 学 習 課 25-2371
代 表 25-1111

●歯科医　４月休日当番日
３日 河 島 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-2739

  10 日 ま る や ま 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-9146
 17 日 小 林 歯 科 医 院（白河市）☎ 28-3691

  24 日 斎 須 歯 科 医 院（白河市）☎ 32-4347
29 日 泉 崎 歯 科 医 院（泉崎村）☎ 53-2945

●小児科医　４月休日当番日
  ３日 岡﨑小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811
10 日 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
17 日 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060
24 日 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
29 日 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001

●内科・外科医　４月休日当番日
 ３日 あ り が ク リ ニ ッ ク（白河市）☎ 21-1311
10 日 吉 田 外 科 医 院（白河市）☎ 23-4033
17 日 渡 部 医 院（矢吹町）☎ 44-4111

 24 日 わ た な べ 内 科 医 院（白河市）☎ 22-1531
29 日 ら く ら く 医 院（白河市）☎ 54-5333

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909

（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介・
場所の案内をします。）

　日曜・祝日のみ（10 時～ 16 時）
●村内の休日診療所　いわしなクリニック（☎ 48-1234）
　［診療日］４月３・10・17・24 日（8 時 30 分～ 12 時 30 分）

お
知
ら
せ

●今月の納税

固 定 資 産 税（全 期・１ 期）

           ５月２日（月）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

（
農
協
）

　村民との対話を基本とした村づくりを進めるため、直接村長と意見交換を行うことを目的に

開催します。

●対象　村内に在住・在勤・在学している概ね 10 人以上の団体およびグループです。

●内容　村政に関することでしたらなんでも結構です。

●開催時間　10 時～ 21 時までの間（原則として 90 分程度）

●申込方法　ミーティングを希望する団体などの代表者の方は、実施希望日を明記の上、企画

調整課へお申し込みください。

　なお、業務の都合等により、日程などについてご希望にそえない場合がありますのでご了

承ください。

※インターネットから申込書がダウンロードできます。http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/

●その他　ミーティングとしての内容に関する質疑や意見交換はかまいませんが、陳情や要望

を扱う場ではありませんので、ご配慮をお願いします。

※次の場合、お断りする場合があります。

①政治・宗教・営利を目的とした催しなどを行う恐れがあるとき

②公の秩序を乱し、または、善良な風俗を阻害する恐れがあるとき

③ミーティングの目的に反していると認められるとき

■問合せ　企画調整課（広報統計係）

とのミーティング村長

村
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
▼

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

募　
　

集

▲ミーティングの風景

参加
募集
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お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
１
次
試
験
日

　

①
幹
部
候
補
生
…
５
月
14
日
㈯

　

②
曹
候
補
生
…
…
５
月
21
日
㈯

●
場
所

　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館
（
予
定
）

●
受
付
期
限　

５
月
６
日
㈮

■
問
合
せ

　

自
衛
隊
白
河
地
域
事
務
所

　

☎
２
４
︱
０
３
７
２

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）

試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

●
受
験
資
格

　

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年

　

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

●
受
付
期
間　

６
月
21
日
㈫
～
28
日
㈫

●
申
込
書
請
求

　

最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事

　

第
二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務
局

※
申
込
書
の
配
布
は
、
５
月
９
日
㈪
か

　

ら
で
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
書
請
求

　

人
事
院
東
北
事
務
局

　

☎
０
２
２
︱
２
２
１
︱
２
０
２
２

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　

☎
０
２
２
︱
２
６
３
︱
１
１
１
１

◎
西
郷
村
に
寄
附
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介

　

し
ま
す
。

▼
早
山　

喜
弘
さ
ん　
　
　
　
　
【
米
】

　
（
２
月
15
日
、
故
早
山
喜
久
男
氏
の
遺

　

志
と
し
て
福
祉
の
た
め
に
）

　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

▼
渡
部　

徳
美
さ
ん　
　
　
　
【
熊
倉
】

　
（
３
月
１
日
、
故
渡
部
多
恵
子
氏
の
遺

　

志
と
し
て
消
防
事
業
の
た
め
に
）　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、〇
〇
〇
円

●
善
意 

 
 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
派
遣
先

　

米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ
ナ
ダ
・
シ

　

ン
ガ
ポ
ー
ル
・
サ
イ
パ
ン
・
カ
ン
ボ

　

ジ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

●
日
程

　

７
月
23
日
㈯
～
８
月
14
日
㈰
の
間
の

　

８
～
18
日
間

※
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
参
加
対
象　

小
３
～
高
３
の
方

※
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
参
加
費

　

23
～
54
万
円
（
共
通
経
費
は
別
途
）

●
締
切　

６
月
３
日
㈮
お
よ
び
13
日
㈪

※
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
・
資
料
請
求

　

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３
︱
６
４
５
９
︱
４
６
６
１

　

FAX
０
３
︱
６
４
５
９
︱
４
６
３
３

　

info@
kskk.or.jp

　

http://w
w

w
.kskk.or.jp

自
衛
隊

「
幹
部
候
補
生
・
曹
候
補
生
」

　

主
に
24
年
春
、
大
学
・
専
門
学
校
を

卒
業
予
定
の
方
を
対
象
に
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
の
細
部
事
項
に
つ
い
て
は

　

村
文
化
セ
ン
タ
ー　

19
時
～

●
日
程　

全
６
回

※
日
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
生
涯
学
習 

　

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
人
数　

20
人

●
募
集
期
間　

４
月
１
日
㈮
～

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
参
加
資
格　

　

那
須
登
山
で
最
低
で
も
峰
の
茶
屋
ま

　

で
歩
く
こ
と
の
で
き
る
方

●
参
加
費　

２
，
０
０
０
円

　
（
開
始
式
に
お
い
て
、
傷
害
保
険
料
・

　

資
料
・
写
真
代
の
一
部
と
し
て
徴
収

　

し
ま
す
）

■
問
合
せ
・
申
込
先

　

生
涯
学
習
課
（
体
育
振
興
係
）

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣

　

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人
・
国

際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
夏
休
み
海

外
派
遣
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
体
験
を
通
し
て
お
互

い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を

養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
内
容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

　

文
化
交
流
・
学
校
体
験
・
英
語
研
修
・

　

地
域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど

試　
　

験

　「広報にしごう」に、平成 23 年５月
号より広告を掲載することができるよう
になります。
　詳細につきましては、お気軽にお問い
合わせください。
●広告の掲載料（掲載１回につき）
　１段すべて（この枠の２倍の大きさ）

12,000 円
　１段の半分（この枠の大きさ）

6,000 円
■問合せ　企画調整課（広報統計係）
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西郷
デジタル化
宣言

Chapter 10

　アナログ放送は、７月 24 日正午から「お知らせ画
面」が表示され、同日 24 時までにはすべての放送が
終了（完全停波）します。したがって、それまでの間
に、地上デジタル放送を視聴するための準備をしない
とテレビを見ることができなくなります。
　アナログ放送終了時期が近づくに伴い、デジタル放
送用機器の需要が増加、アンテナの設置・調整等の工
事が集中し、同日までに間に合わなくなる可能性があ
りますので、できる限り早めの対応をお願いします。

アナログ放送停波まで、あと
４カ月を切りました！

アナログ放送停波を待つな！早急にデジタル放送を視聴せよ！

　総務省では、地上デジタル放送の難視聴となる地域に対し、暫定的・緊急避難的な措置として、衛星放送
により地上デジタル放送の番組を送り届けることとしており、村内の「新たな難視地区」のうち、既にホワ

イトリスト（地デジ難視対策衛星放送対象リスト）に登録された地区には、３月中に地デジ難視対策衛星放

送受付センター（Dpa）の担当者が直接ご自宅に伺い、難視対策衛星放送の利用申請の取り纏めを行いました。

その際、不在などの理由で立会ができなかった場合には、「衛星放送の利用申込書」を戸別に郵便受けに投

函しております。この手続を行うことで、アナログ放送の停波後も引き続きテレビを視聴することができま

すので、まだ利用申込をしていない方は速やかに手続きをお願いします。

難視対策衛星放送の利用申込はお済みですか？

インターネットをご利用の方は次のＵＲＬで新たな難視地区を確認することができます。
新たな難視地区：http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/dtv/datashu/taisaku/taisaku2.html
ホワイトリスト：http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/dtv/datashu/whitelist/index.html
難視対策衛星放送についてのお問い合わせ

　地デジ難視対策衛星放送受付センター　9:00 ～ 18:00（年中無休）

TEL　　０５７０－０８－２２００（０４５－３４５－０５２２）

　上記の難視対策衛生放送対象世帯以外の方で、「何をすればよいのかわからない」という方や「デジタル

放送を視聴することができる環境を整えたのにも関わらず、デジタル放送を視聴することが出来ない」とい

う方は、デジサポ（総務省テレビ受信者支援センター）がお手伝いいたします。

　アナログ放送が停波してから、「テレビを見ることができないんだけど・・・」となってしまった場合、

すぐにテレビをみたいと言っても、デジタル放送を視聴するための環境を整備するまでの間、テレビを見る

ことはできません。

　テレビが視聴出来なくなる前に、まずはデジサポにお電話ください。

■問合せ
　企画調整課（企画情報係）　☎ 25-2943



2011 年 4 月
April行事
レカ ンダー

●今月の顔────
３歳児検診に来ていた（2/17）

　　　　　　　元気はつらつな子どもたちです。

★県南地域の主な行事です
・4/9,10　 かたくり祭り（白河関の森公園 10:00）
・4/9 ～ 18  乙姫桜まつり ( 白河市 妙関寺 10:00)
・4/9　　   塙町商工会花まつり（塙小東側久慈川河川敷 12:00）
・4/9,10　 松雲寺観音しだれ桜まつり（白河市 松雲寺 10:00）
・4/16,17   十万石棚倉城まつり（棚倉町 棚倉城跡 10:00）

・4/17　小峰城桜まつり・川越藩火縄銃鉄砲隊甲冑武者行列
　　　　（白河市 小峰城 14:00）

・4/24　やぶき大池春まつり（矢吹町 大池公園 10:00）
・4/29    権太倉山山開き（白河市 聖ケ岩ふるさとの森 9:00)
・4/29　大昭和祭り（白河市 昭和町 10:00）

人口と世帯数（3 月 1 日現在）人口 19,857 人（前月比 +19）男 10,009 人（-1）女 9,848 人（+20）世帯数 6,735 戸（+15）

・発行 / 西郷村　・編集 / 企画調整課　〒 961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原 40　☎ (0248)25-1111（代表）

・アドレス  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/  ・E-mail  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp

※行事日程等が変更になる場合もありますので、御了承ください。

※平成 17 年国勢調査の値に住民基本台帳の異動状況を反映させた数値です。

日 月 火 水 木 金 土
1
村内小・中学校教
職員合同着任式

（13:30 文化センター）
消防団辞令交付式

（19:00 村民体育館）

2
まきば・みずほ保
育園「入園式」

（9:30 各保育園）

3 4
西郷村赤十字奉仕
団総会

（9:30 高齢者生活支
援センター）

5
新年度行政区長会

（9:00 文化センター）

6
村内各小・中学校入
学式（西一中除く）

（10:00 各小・中学校）
西郷第一中学校入
学式

（14:00 熊倉小学校
講堂）

7
６～７カ月児健康
相談

（9:30 保健福祉セン
ター）
村立西郷幼稚園

「入園式」
（10:00 村立西郷幼稚園）

8 9
西郷第一・西郷第二
中学校野球定期戦

（9:00 西郷第二中学
校）

10
福島県議会議員一
般選挙投票日

（7:00 各投票所）

11
母子手帳の交付

（13:00 保健福祉セン
ター）

12
献血

（13:00 イオン白河
西郷店）

13 14
乳がん検診

（保健福祉センター）

15
１歳６カ月児健康
診査

（12:50 保健福祉セン
ター）

16
第 3 回西郷さくら
祭りﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ大会

（8:00 太陽の国ﾊﾟｰ
ｸｺﾞﾙﾌ場）
第 2 回 源 流 の 郷 観
桜健康ｳｫｰｷﾝｸ（゙8:30
太陽の国周辺）
西郷さくら祭りｲﾍﾞﾝﾄ
ﾃﾞ （ー10:00 太陽の国）

17
体育協会総合開会式

（9:00 村民体育館）

18
乳がん検診

（保健福祉センター）

19
寿学級開校式
(10:00 ちゃぽラン
ド西郷 )

20
乳がん検診

（保健福祉センター）

21
３歳児健康診査

（12:50 保健福祉セン
ター）

22
西郷村手をつなぐ
親の会総会

（10:30 高齢者生活支
援センター）

23

24
西郷村議会議員一
般選挙投票日

（7:00 各投票所）

25
乳がん検診

（保健福祉センター）
母子手帳の交付

（13:00 保健福祉セン
ター）

26
交通教室

（10:00 村立西郷幼稚園）
老人ｸﾗﾌﾞ連合会総会

（10:30 高齢者生活支
援センター）
西郷単位制総合大
学入学式

（13:00 文化センター）

27
歯科クリニック

（13:00 幼児 ,13:45
６才児保健福祉セ
ンター）
赤ちゃんとママの
ふれあいひろば

（10:00 保健福祉セン
ター）

28
子供の日お祝い会

（10:00 村立西郷幼稚園）

29昭和の日 30

（地震発生前に計画された行事予定ですので変更される場合があります）

※これは地震発生前に計画された行事予
　定ですので変更される場合があります。


